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アイシンのご紹介

■トヨタグループ（17社）

社名：株式会社アイシン
設立：1965年8月31日
本社：愛知県刈谷市朝日町2丁目1番地
資本金・売上：資本金450億円／売上4兆4,028億円（’23年3月期）
連結子会社：199社（国内74社 海外125社）
従業員：連結約116,649人／単独35,610人
事業内容：自動車部品、エネルギー・住生活関連製品の製造・販売

新規事業創出の
取り組みとして
2018年にチョイソコを創業

自動車部品
（機関・車体・情報電子）

カーナビゲーション

エネルギー・住宅関連機器

パーソナルモビリティ
ILY-Ai（アイリーエーアイ）

シャワー
トイレ

ガス・ヒート
ポンプ・エアコン

エネファーム
（家庭用燃料電池）

株式会社豊田自動織機
愛知製鋼株式会社
株式会社ジェイテクト
トヨタ車体株式会社
豊田通商株式会社
株式会社アイシン
株式会社デンソー
トヨタ紡織株式会社
トヨタ不動産株式会社
株式会社豊田中央研究所
トヨタ自動車東日本株式会社
豊田合成株式会社
日野自動車株式会社
ダイハツ工業株式会社
トヨタホーム株式会社
トヨタ自動車九州株式会社
ウーブン・バイ・トヨタ株式会社

トヨタ自動車株式会社



チョイソコのようなデマンド型交通が広まっている背景

“買い物弱者”とも呼ばれる

交通難民の増加
＜主な要因＞

・商業集積場所の変動
・既存公共交通の衰退
・高齢者運転免許自主返納の促進

・75歳以上運転者対象の
認知機能検査開始（2017年3月〜）

過疎地域だけではなく
都市部でも課題に
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昨今の痛ましい高齢者事故報道増加
により運転免許返納が加速化

新しい交通のしくみが必要



チョイソコとは？
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・地域の交通不便を解消し、主に高齢者の外出促進に貢献する
デマンド型交通（※）

・従来のデマンド型交通と異なり、民間企業が運営主体となり、
エリアスポンサーによる協賛を得ることで採算性を向上

・単なる運行のシステム提供に留まらず、
高齢者の健康増進につながる外出促進の“コト”づくりを推進

※予約に応じて乗降場所や経路を変更可能な交通システム

〜チョイソコの想い〜

シンボルマークに表現されている
「チョイソコ」の各文字は老若男女
な人を表し、利用者の多様性を表現
しています。
多様な人が乗り合わせる移動により、
外出を楽しみ、健康増進につながる…
そのような世の中を実現していきたい
と考えます。

シンボルマーク

車両デザイン自治体名入り

持続可能な地域公共交通の仕組みを地域の皆様と一緒に作っています。
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・天理市(’23年12月1日、4台）

・さいたま市（’21年4月、1台）
◇朝霞市(’22年7月、1台）
・神川町（’25年1月、1台）

・竜王町（’20年10月、1台）
・日野町（’23年3月、1台）

めいわまち

・明和町(’20年4月、1台)
・嬬恋村(’21年10月、2台）

・猪名川町（’20年5月、2台）
・加古川市（’21年1月、1台）
◇三木市（’21年4月、2台）
・洲本市（’22年4月、1台）

■各務原市（’20年10月、4台)
■岐阜市（’21年4月)＋笠松町（’21年10月)1台 ・あきる野市（’22年3月、1台）

・瑞穂町（’24年10月、1台）

・鴨川市（’21年4月、2台）
・袖ケ浦市(’22年10月、2台）
・南房総市・館山市(’22年10月、1台）
・八街市（’23年10月、3台）

■豊明市（’19年4月、2台）

■岡崎市（’20年10月、1台）
■幸田町（’20年10月、1台）
■豊田市（’21年10月、2台）
■扶桑町（’22年10月、2台）
■弥富市（’23年6月2日、1台）継続検討

■刈谷市（’23年11月、1台）
■高浜市（’24年10月1日、2台）
■東海市（’24年10月1日、1台）
■瀬戸市（’24年10月1日、2台）

全国展開状況 （’24年 7月1日 現在）

・佐久市(’21年10月、18台）
・中川村(’22年10月、2台）
・松川町(’23年4月、4台）
・山ノ内町（’23年12月、1台）
・諏訪市（‘24年10月1日、3台）

めいわちょう

・明和町(’22年10月、2台）

・土佐町（’21年10月、2台）

・真庭市(’23年10月、3台）

■越前町(’22年4月、2台）
■南越前町(’22年11月、3台）
■美浜町(’23年6月、2台）
■越前市(’23年10月、2台）

・金沢市(’22年7月、3台）

◇海老名市（’21年度10月、2台）
・川崎市（’22年5月15日、1台）継続検討

・五島市（’20年10月、9台）
・雲仙市（’20年10月、4台）
・島原市（’21年4月、7台）
・南島原市（’22年9月、2台）

・砺波市(’22年5月、7台）
・氷見市(’23年1月、1台）
・小矢部市(’23年4月、4台）
・富山市(’23年10月、1台）
・魚津市(’24年11月、1台）

＜事業主体＞
■：アイシン
・：現地パートナー（ﾄﾖﾀﾃﾞｨｰﾗｰ、ﾀﾞｲﾊﾂﾃﾞｨｰﾗｰ、地元事業者 等）
◇：システム提供のみ

・札幌市(’22年11月、2台）

◇妙高市(’22年度10月、1台）

・志布志市 （’20年7月、2台）
・鹿児島市（’23年11月20日、1台）継続検討

・霧島市（’23年11月、3台）
・出水市（’24年10月）
・日置市（’24年12月）

・二戸市(’23年7月、1台）
・九戸村（’24年5月1日、2台）

・善通寺市
(’23年4月、3台）

■延岡市(’22年11月、1台）
・西米良村（’23年10月、3台）

■熊本市（’22年11月、3台）

・宮古島市(’22年12月15日、1台）継続検討（6月頃）

・東村（’23年10月、2台）
・北谷町（’23年10月、2台）

・松山市（’21年1月、3台）
■今治市（’23年1月、1台）

・唐津市（’23年8月、4台）

・糸島市 （’21年3月、4台）
■筑前町（’22年10月、1台）
■福岡市（’22年11月、3台）

導入自治体：66市町村
車両台数 ：167台
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19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

チョイソコ導入実績推移

単年度 累計

＜エリア拡大した自治体＞
・香川県善通寺市（’24年1月）
・石川県金沢市（’24年2月）
・千葉県鴨川市（’24年4月）
・佐賀県唐津市（’24年4月）
・愛媛県松山市（’24年6月）
・千葉県袖ケ浦市（’24年10月）
・岐阜県各務原市（’24年10月）
・滋賀県日野町（’24年12月）
・兵庫県猪名川町（’24年12月）
・兵庫県三木市（’25年4月）

※’18/7から無償運行
■吉田町(’23年10月、2台）

にしめらそん

◇本宮市(’23年10月、6台）

・白浜町(’24年1月10日、1台）継続検討（夏頃）

直近2カ月での新規自治体

くのへむら

〜2/29

■和泉市(’24年2月1日、1台）

〜2/29

〜2/29

〜1/31

〜11/28

66
＋α

・青森市(’24年10月、1台）
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チョイソコの特徴① 高齢者でも使いやすい運行システム

チョイソコは会員登録された利用者から乗車依頼を受付し、
最適な乗り合わせと経路を計算して、目的地まで乗り合い送迎で
お運びするしくみです。

受付センター
に電話する

受付センター
スマホ、PCからでも

受付できます
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チョイソコは会員登録制で、利用時には事前のお電話が必要です。
高齢者とのコミュニケーションに優れたオペレーションにより安心運行が実現。

①会員登録申込

②会員証

愛新花子

仙人塚第3資源ゴミ置場

裏：お電話時に伝える内容表：会員番号・氏名・最寄停留所

会員証が
届いたら
利用可能

③利用開始

山田花子、会員番号◯◯です。
◯◯停留所から鈴木整形外科に
9月6日の11時頃までに行きたいです。
同乗者はありません。

①名前と会員番号 ②利用希望日・時刻
③乗る場所・降りる場所 ④同乗者の有無
を伝えます。

お乗りになりたい◯◯分前までに電話します。
（受付は任意の期間から可能）

オペレーターとやりとりし
停留所に来ていただく
時刻が伝えられます。

それでは
9月6日木曜日の
10時35分に
◯◯停留所まで
来てください。

指定された日時に、
停留所に向かいます。

お名前
行き先

車が到着したら乗車し
運転手に名前と
行き先を伝え、
乗車料金を払います。

帰りの受付を
することも
できます

停留所には看板が貼ってあります

・世帯別ではなく個人別
・最寄りの停留所を記載
・緊急連絡先を記載
・アンケートに記載

チョイソコの特徴① 高齢者でも使いやすい運行システム
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エリアスポンサー協賛型のビジネスモデル

（事業者・公共施設停留
所）

チョイソコは地域のタクシー会社と提携し運行します。
エリアスポンサー（自治体や事業者）からの協賛・広告料により、

運営費用の一部を支えていただくことで
これまでよりも採算性高く運営を維持することが可能です。
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自治体もスポンサーのひとつ

チョイソコの特徴②

地域のタクシー会社と 提携し運行することで
既存公共交通とwin-win の関係を築く 

停留所
設置

豊明市の事例
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地域に密着したコミュニケーション

自治体様と協力し地域住民向け説明会を開催し、周知･理解を高めます。
高齢者に“寄り添った”コールセンターで、配車のサポートも可能です。

チョイソコの特徴③

直接、住民様の反応を聞き、満足度向上につながる活動へ

■コールセンター

導入自治体でシェアしつつ

高い受電率を確保

若年層の利用が増加していても、

80％以上が電話予約

導入時に自治区単位で説明会を実施

受電数 受電率

■住民説明会
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地域に密着したコミュニケーションチョイソコの特徴③

会員には「チョイソコ通信」を郵送し、運行に関する更新情報や、
“お出かけしたくなる”様々な情報を定期的に発信しています。

エリアスポンサーのチラシも同封可能
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運行だけにとどまらず、“お出かけしたくなる”様々なイベント
の仕掛けを自治体様やスポンサー様と協業で行っています。

地域に密着したコミュニケーションチョイソコの特徴③
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チョイソコによる住民（高齢者）向けイベント企画“コトづくり”
→人が動く→経済が動く→コミュニケーションが生まれる。

   →地域が活性化する

外出モチベーション向上による健康寿命の延伸

様々な企画を
チョイソコエリアで開催

“結果を共有”
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チョイソコ導入のメリットまとめ

移動が楽になった

外出の機会が増えた

免許返納後も安心

地域住民(チョイソコ会員）

自治体
市内事業者（協賛者）

外出機会創出

公共サービスの充実魅力ある街づくり
集客増と新たなサービスの開発

・自宅近くの停留所から希望時間で外出でき、
外出機会が増え、心身の健康増進に貢献

・近所の方と顔合わせの機会が増え
地域コミュニケーションが促進

チョイソコ利用で
割引のチラシ

（カラオケ事業者の例）

車内空間が交流の場

みんなと一緒に乗れて
嬉しい

・“通いの手段“確保による高齢者の固定客確保

・高齢者向けの新たな 販売促進企画

交通事業者

潜在ユーザーの発掘

・外出機会促進による利用者の増加

・提携した新たなサービス開発の創出

・街全体が“通いの場”となり魅力ある都市に

・既存交通（コミュニティバス等）に
変わる交通利便向上や不採算の改善

・高齢者によるマイカー移動負荷を軽減し
免許返納を促進、公共交通全体が活性化

地域の皆様の“四方良し”を実現
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自治体

地域事業者・病院等

会員（地域住民）

会員登録
乗車受付

協賛金

運行主体

地域のタクシー会社
（旅客自動車運送事業者）

乗車料金

施設利用・購買

エリアスポンサー

事業主体

運行費

停留所設置

チョイソコのフランチャイズについて

運行会社が会員から
直接受領
※道路運送法による

事業運営

負担金

コールセンター運行システム

システム提供＆導入支援＆運営サポート

チョイソコ
フランチャイジー

コールセンター

システム費･運営費

(※1)コールセンターの実施場所は事業形態により様々

(※1)

(※1)

・自動車販売会社
・旅行代理店
・交通事業者
・商社、金融機関、

エネルギーインフラ会社

自治体様との協議により、地域に併せた最適な座組を検討していきます。

地域に根ざした事業者と協業

日本経済新聞 全国版’19年 6月27日朝刊
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チョイソコネット情報のご紹介

https://www.choisoko.jp/

チョイソコHP チョイソコFacebook

https://www.facebook.com/choisoko.jp/
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